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担当医師 診療科

担当医師 診療科 所　　属 診  　　　療  　　　日

担当医師 診療科 所　　属 診  　　　療  　　　日

山下　雅巳
中村　　宏
小村　哲永
石塚由実子
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内科

内科／外科
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堤　　竜二
飯野　俊之
濵田　貴幸
岩田　知真
長郷　彰雄
中桶　了太

九州大学派遣医師
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調　　　漸
山下　雅巳
徳永　　毅
北川　直毅
田中奈津美
原　真一郎
山領　　豪

神経内科
内科
透析

脳神経外科
整形外科
整形外科
呼吸器科

長崎大学病院
生月病院

徳永泌尿器科医院 
長崎労災病院
長崎労災病院
長崎労災病院
長崎労災病院

毎月２回（詳しい予定は、市民病院へお問い合わせください。）   
毎月第１・第２・第３水曜日　大腸ファイバー（午後）     
毎週土曜日       
毎月第２・第４金曜日　午前中　 ※予約患者優先 
毎週火曜日　午前中   　　　　　※予約患者のみ
毎月第２、第４金曜日　午前中　 ※予約患者のみ
毎月第２、第４木曜日　午前中　 ※予約患者のみ       
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山崎　　隆

小林　　誠

池田　柊一
松永　和雄
原　真一郎
前田　邦彦

泌尿器科

整形外科

血液内科
循環器科
整形外科
眼　　科

青洲会病院
 
 
 

平戸市民病院
伊万里有田共立病院
長崎労災病院
まえだ眼科 

毎月最終水曜日       
11 月 12 日（月）～ 16日（金）午前中       
12 月 17 日（月）～ 21日（金）午前中       
１ 月 21 日（月）～ 25日（金）午前中       
毎月第２火曜日       
毎月第４金曜日       
毎月第１火曜日（休日及び祝日の場合は、生月病院へお問い合わせください。）    
３か月に１回（詳しい予定は、生月病院へお問い合わせください。）     

●西海国立公園「川内峠」西海国立公園「川内峠」西海国立公園「川内峠」

※予約患者優先。紹介状持参の方も事前に予約が必要。
◆午後の「△」は、いずれかの先生が輪番で診察します。        
◆禁煙外来　毎（火）午後　要予約           
◆「小児科」の診察は、以下の時間内となります。その他の時間は、「内科」で診察します。   
　　午前　8:30～11:00　　午後　14:00～16:30          

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

　

※

※
10月：15・16日、29・30日　　11月：12・13日、26・27日
12月：３・４日、17・18日　　  １月：７・８日、21・22日

平戸市民病院・生月病院は、365日、24時間、夜間又は休日において入院
治療を必要とする重症患者に対して救急医療を提供する医療機関です。

平戸市民病院、生月病院は
救急医療機関です

要予約



【材料２人分】
　・レンコン 10㎝

　・ゴボウ 1/2本

　・芋　 中１本

　・豚肉 100g

　・塩コショウ 適量

　・酒 適量

　・片栗粉 適量

　・油 適量

　・小ねぎ 適量

　・炒りごま 適量

・濃口醤油 大さじ1

・酢 大さじ1

・砂糖 大さじ1/2

A B

作り方

根菜と豚肉の
　　　　甘酢炒め

　秋が旬で美味しい根菜類には食物繊維が豊富です。食物繊維
には水に溶けない不溶性食物繊維と、水に溶ける水溶性食物繊
維に分類されます。不溶性食物繊維は腸の動きを刺激して、腸内
に発生した有害物質の排出を促します。水溶性食物繊維はコレス
テロールや血糖の腸内からの吸収を妨げ、上昇を抑える作用があ
ります。
　根菜には食物繊維が豊富ですが、特に芋類は糖質が多い食材
に分類されるので食べ過ぎには注意しましょう。

   

　平戸市民病院と生月病院は、平戸市病院事業として、地方公営企業法の全部適用を受け、原則、独立採算

制をとっており、入院・外来など診療費を主な収入として経営しています。地域に不可欠な病院が持続的に、

安定的な経営を行っていけるよう職員一同、鋭意努力しているところです。

　今回は、平成29年度の決算と事業概要がまとまりましたのでお知らせします。

収益的収入　23億6,174万円 収益的支出　23億2,091万円
平戸市民病院　15億8,601万円 平戸市民病院　15億6,096万円

生月病院　７億7,573万円 生月病院　７億5,995万円

14億8,758万円12億6,374万円

464万円

41万円

4,196万円

6,874万円

給与費 ９億550万円給与費 ９億550万円
材料費 1億4,942万円材料費 1億4,942万円
経費 2億9,699万円経費 2億9,699万円
減価償却費 1億3,111万円減価償却費 1億3,111万円
資産減耗費 231万円資産減耗費 231万円
研究研修費 226万円研究研修費 226万円

給与費 ９億550万円
材料費 1億4,942万円
経費 2億9,699万円
減価償却費 1億3,111万円
資産減耗費 231万円
研究研修費 225万円

給与費 ４億8,198万円給与費 ４億8,198万円
材料費 7,581万円材料費 7,581万円
経費 １億3,241万円経費 １億3,241万円
減価償却費 4,834万円減価償却費 4,834万円
資産減耗費 80万円資産減耗費 80万円
研究研修費 134万円研究研修費 134万円

給与費 ４億8,198万円
材料費 7,581万円
経費 １億3,241万円
減価償却費 4,834万円
資産減耗費 80万円
研究研修費 134万円

入院 6億9,283万円入院 6億9,283万円
外来 3億8,772万円外来 3億8,772万円
訪問看護 1,429万円訪問看護 1,429万円
通所リハ 3,103万円通所リハ 3,103万円
その他 １億3,787万円その他 １億3,787万円

入院  3億9,049万円入院  3億9,049万円
外来  1億8,751万円外来  1億8,751万円
その他 7,255万円その他 7,255万円

負担金交付金 １億9,095万円負担金交付金 １億9,095万円
患者外給食 97万円患者外給食 97万円
長期前受金戻入 7,752万円長期前受金戻入 7,752万円
その他 1,087万円その他 1,087万円

入院 6億9,283万円
外来 3億8,772万円
訪問看護 1,429万円
通所リハ 3,103万円
その他 １億3,787万円

入院  3億9,049万円
外来  1億8,751万円
その他 7,255万円

負担金交付金 １億9,095万円
患者外給食 97万円
長期前受金戻入 7,752万円
その他 1,087万円

負担金交付金 9,621万円負担金交付金 9,621万円
患者外給食 49万円患者外給食 49万円
長期前受金戻入 2,373万円長期前受金戻入 2,373万円

負担金交付金 9,621万円
患者外給食 49万円
長期前受金戻入 2,373万円
その他 345万円

支払利息 3,418万円
雑損失 3,456万円

支払利息 128万円
雑損失 1,758万円

7億4,068万円6億5,055万円

130万円

１億2,388万円

◆平成29年度主要指標

２億8,031万円

医業費用

医業費用

医業収益

医業収益

特別利益

医業外収益 医業外費用

医業外費用 1,886万円
医業外収益

医業利益 経常利益 純利益 企業債残高
平戸市民病院

生　月　病　院

計

△2億2,384万円

△9,013万円

△3億1,397万円

△1,227万円

1,489万円

262万円

2,505万円

1,578万円

4,083万円

10億3,196万円

9,369万円

11億2,565万円

平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度

平戸市病院事業決算報告平戸市病院事業決算報告平戸市病院事業決算報告平戸市病院事業決算報告平戸市病院事業決算報告

特別利益

特別損失

特別損失

平戸市森林組合

井元産業 しいたけ生産部

平戸しいたけ生産組合

平戸市宝亀町91-1 
TEL 0950-28-0300
平戸市戸石川町7-1 
TEL 0950-22-3104
平戸市戸石川町7-2 
TEL 0950-23-8161

ふるさとの味

　①レンコンは皮を剥き、5 ㎜幅の半月切

　　りにし水にさらす。

　　ゴボウは皮を剥き乱切り、芋は皮を剥

　　かずに乱切りにし水にさらす。

　②①の水気をよく取り、片栗粉をまぶし

　　多めの油で焼く。

　　ゴボウやレンコンはすぐに火が通りま

　　すが、芋は火が通りにくいので蓋をし

　　て焼く。

　　皿に取り出し、フライパンの油を拭き取る。

　③豚肉に A をもみ込み、フライパンで焼き、皿に取り出す。

　④フライパンの油を拭き取り、B を煮立たせる。その中に②と③を入れ絡める。

　⑤お好みで小口切りにしたねぎと炒りごまをふりかけて完成。

 

　きのこ類や他の根菜類を入れても美味しいです。辛めの味付けがお好みの方はコショウや

　七味唐辛子などをふりかけてみてはいかがでしょうか。



 
 

 

 
　

今
年
度
、
乳
が
ん
検
診
の
受

診
対
象
で
ま
だ
検
診
を
受
け
て

な
い
方
に
対
し
て
市
役
所
か
ら

受
診
勧
奨
通
知
書
を
発
送
し
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
勧
奨
通
知
は

テ
レ
ビ
番
組（
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
た
め
し

て
ガ
ッ
テ
ン
！
」
の
企
画
の
一

環
で
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
広

報
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

未
受
診
者
は
こ
の
機
会
に
受
診

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

通
知
対
象
者

40
歳
以
上
60
歳
以
下
で
前
年

度
に
乳
が
ん
検
診
を
受
け
て

い
な
い
女
性

※

61
歳
以
上
の
方
に
は
勧
奨
通

　

知
を
送
付
し
て
お
り
ま
せ
ん

　

が
、
前
年
度
未
受
診
で
あ
れ

　

ば
今
年
度
受
診
対
象
と
な
り

　

ま
す
。
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市
民
病
院
で
は
、
防
火
避
難

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
院

の
職
員
に
加
え
て
、
消
防
署
員

の
指
導
の
下
の
訓
練
で
す
。

　

訓
練
は
、
２
階
病
棟
か
ら
出

火
し
た
と
の
想
定
で
非
常
ベ
ル

が
作
動
し
た
後
、
看
護
師
ら
に

よ
る
避
難
が
開
始
さ
れ
体
の
不

自
由
な
患
者
さ
ん
を
避
難
誘
導

の
後
、
消
火
器
・
消
火
栓
を
用

い
た
消
火
の
訓
練
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

万
が
一
の
と
き
に
備
え
、
年

２
回
の
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、

火
災
通
報
設
備
の
取
り
扱
い
、

毛
布
を
使
っ
た
患
者
搬
送
指
導

に
も
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

有限会社 鶴丸設備
快適な生活環境のお手伝い

給排水設備工事 浄化槽設備工事
浄化槽維持管理 浄化槽清掃

営業種目

どんな小さな事でもお気軽にご相談ください。

平戸市大久保町1732番地4
TEL.0950-23-3629 FAX.0950-23-3921

あなたの街の介護相談窓口あなたの街の介護相談窓口あなたの街の介護相談窓口

居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所

介護をご希望の方、ご相
談など、お気軽にお問い
合わせ下さい。

☎（0950）23-8812
平戸市戸石川町 491-6　担当：山本

　注意）年度内１回のみ
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（人）
（％）

本年度
前年度
比　較
本年度
前年度
比　較

◆患者動向

区　　　分
入院患者（Ａ）
（人）

延　数 １日平均 延　数 １日平均

外来患者（Ｂ）
（人）

延患者総数
Ａ＋Ｂ

病　床　数 病床利用率

（床） 一般 療養
31,617
31,365
252

17,062
16,733
329

86.6
85.9
0.7
46.7
45.8
0.9

47,176
51,938
△4,762
28,469
29,758
△1,289

193.3
213.7
△20.4
116.7
122.5
△5.8

78,793
83,303
△4,510
45,531
46,491
△960

100
100
0
60
60
0

58
58
0
60
60
0

42
42
0

－
－
－

86.6
85.9
0.7
77.9
76.4
1.5

計
准
看
護
師

看
護
師

臨
床
工
学
技
士

言
語
聴
覚
士

作
業
療
法
士

理
学
療
法
士

臨
床
検
査
技
師

放
射
線
技
師

栄
養
士

薬
剤
師

医
師

事
務

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

市民病院
生月病院

4

4

6

4

1

1

2

1

3

1

4

2

5

3

2

1

0

0

1

0

57

27

1

3

86

47

区　　分

今年度増加額

今年度減少額

年度末残高

今年度増加額

今年度減少額

年度末残高

0

0

18,717

0

0

741

0

0

202,510

0

0

96,459

0

0

102,886

0

0

672

3,983

2,693

108,550

3,432

1,379

45,472

74

19

2,553

0

0

206

0

0

0

0

0

720

4,057

2,712

435,216

3,432

1,379

144,270

◆固定資産明細（単位：万円）

◆職員数（単位：人）

◆年度別純利益（損失）の推移

※平成26年度は、公営企業会計の制度移行に伴い、特別損失を計上したため、大きな赤字となっています。

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度
5,853万円
2,906万円

2,513万円
1,419万円

▲5億6,388万円
▲2億5,084万円

1億151万円
135万円

6,788万円
1,369万円

2,505万円
1,578万円

※

　

平
戸
市
病
院
事
業
の
経
営
状
況
は
、
収

益
的
収
支
に
お
い
て
、
収
入
総
額
23
億

６,
１
７
４
万
円
に
対
し
、
支
出
総
額
23

億
２,
０
９
１
万
円
と
差
引
４,
０
８
３
万

円
の
純
利
益
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
市
民
病
院
で
は
、
患
者
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
２,
５
０
５
万
円
の

純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。
生
月
病
院
も
、

１,
５
７
８
万
円
の
純
利
益
と
な
り
ま
し

た
。

　

両
病
院
と
も
、
純
利
益
を
確
保
で
き
ま

し
た
が
、
収
入
の
多
く
を
国
の
制
度
に
よ

る
繰
入
金
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、
医
業
収

支
は
、
市
民
病
院
が
△
２
億
２,
３
８
４
万

円
、
生
月
病
院
が
△
９,
０
１
２
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
人
口
の
減
少
に
比
例
し
て

患
者
数
も
減
る
傾
向
に
あ
り
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
平

戸
市
立
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る

具
体
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

で
、
安
定
し
た
経
営
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
慢
性
的
な
医
師
不
足
は
解
消

で
き
て
お
ら
ず
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
・
療

養
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

決
算
概
要

区　　　　　分 土　地 建　物 構築物 器械備品 車　両 リース資産 合　計

一般健診の検査内容：胃カメラ、胸写、心電図、血液検査、検便、検尿、聴力、視力、血圧、身体計測、診察   
 お問い合わせ先   
                   　平戸市立生月病院　健診班　　　　電話　0950-53-2155（代表）                    

一般健診
（単独受診）

一般健診に
追加できる
健　　　診

　
子宮頸がん検診
付加健診

乳がん検診

子宮頸がん検診

肝炎ウィルス検査

眼底検査
前立腺がん検診

35～74歳
20～38歳の偶数年齢の女性

40歳・50歳
50歳以上～74歳の偶数年齢の女性
40歳以上～48歳の偶数年齢の女性
36～74歳の偶数年齢の女性

健診結果から医師が必要とする場合
50歳以上

協会けんぽ生活習慣病
予防健診

船員保険生活習慣病
予防健診

自己負担額
（円）

自己負担額（円）
（本人）対象年齢健診区分

7,001
1,020
4,704
1,066
1,655
1,020
535
0
61

0
　
　

1,066
1,655
1,020
454
0
78
909

過去にC型肝炎検査
を受けた事がない者

HBs、HCV検査
HCV核酸増幅検査



基礎代謝を上げるポイント 基礎代謝を上げるポイント

生月病院スタッフの

　

人
間
の
体
は
、
加
齢
に
伴
っ
て
基

礎
代
謝
が
低
下
し
ま
す
。
基
礎
代
謝

の
ピ
ー
ク
は
10
代
前
半
で
す
。

　

ま
た
年
齢
だ
け
で
な
く
、
筋
肉
量

で
も
変
わ
る
た
め
男
性
よ
り
女
性
の

方
が
基
礎
代
謝
量
は
低
く
な
り
ま
す
。

基
礎
代
謝
が
下
が
れ
ば
、
同
じ
カ
ロ

リ
ー
を
摂
取
し
て
も
脂
肪
と
し
て
残

る
た
め
、
肥
満
に
な
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

 　

そ
こ
で
基
礎
代
謝
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

た
め
に
筋
肉
を
増
や
し
、
加
え
て
生

活
習
慣
に
よ
り
基
礎
代
謝
の
質
を
上

げ
る
こ
と
が
健
康
的
で
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

　

基
礎
代
謝
を
上
げ
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
運
動
に
よ

る
筋
力
ア
ッ
プ
な
ど
７
項
目
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

　

筋
肉
は
20
代
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
な
い
限
り
衰
え
て

い
き
ま
す
。
若
い
人
ほ
ど
運
動
量
に
耐

え
る
体
力
が
あ
る
た
め
筋
肉
は
つ
き
や

す
い
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
中
高
年
齢
の
方
で
も
筋

肉
を
鍛
え
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

（
無
理
な
運
動
は
控
え
て
下
さ
い
）

　

ま
た
骨
折
な
ど
で
寝
た
き
り
に
な
る

と
筋
肉
は
減
少
し
、
な
か
な
か
筋
力
は

戻
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
に
多
い
骨
粗
し

ょ
う
症
で
す
が
、
こ
れ
は
筋
肉
量
の
不

足
か
ら
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

運
動
の
維
持
を
す
る
こ
と
で
筋
肉
を

強
く
し
、
基
礎
代
謝
を
ア
ッ
プ
し
て
健

康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

※

老
後
を
支
え
る
の
は
貯
金
も
で
す
が

　

筋
肉
の
貯
筋
も
大
事
で
す
ね
！
。

脂肪燃焼効果の高い有酸素運動で代謝アッ
プを。
・ウォーキングなど15分以上続ける。

猫背に注意、姿勢を良くするだけで代謝ア
ップ。
・姿勢を正すだけで腹筋、背筋を鍛えるこ
　とにつながります。

一口当たり30回が理想、よく噛んで食べよう。
・胃腸などでの消化の負担軽減につながる。
脂肪を燃やし筋肉を作るタンパク質を食べ
よう。
・魚介類・肉類・大豆製品・卵・乳製品な
　ど。

代謝を促進してくれるビタミンＢ群で代謝
アップ。
・豚肉・レバー・ウナギ・青魚・卵・牛乳・
　納豆等。
体を温めて冷え性を改善。血の巡りを良く
する。
・シャワーではなく湯船につかる。
・冷房対策。
・体を温める食材選び。※
・体を動かす。
睡眠不足を解消する。質の高い睡眠をとろう。
・内臓も呼吸しないと機能が低下します。

No. No.

1

2

3

4

5

6

7

※唐辛子・生姜・玉ねぎ・にんにく・
　らっきょう・かぼちゃ・ごまなど

   

基
礎
代
謝
と
は
？

　

基
礎
代
謝
と
は
何
も
せ

ず
、
じ
っ
と
し
て
い
て
も

生
命
活
動
を
維
持
す
る
た

め
、
生
体
で
自
動
的
に
（
生

理
的
に
）
行
わ
れ
て
い
る

活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
事
で
す
。

　

平
戸
市
立
病
院（
市
民
病
院
・

生
月
病
院
）
で
は
、
平
成
29
年

３
月
に
平
戸
市
立
病
院
新
改
革

プ
ラ
ン
（
平
成
28
年
度
か
ら
32

年
度
ま
で
の
計
画
）
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
の
概
要
は
本
誌

52
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
そ
の
進

捗
状
況
に
関
し
て
点
検
、
評
価
、

公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
点
検
・
評
価
を
行
う
た

め
８
名
の
委
員
に
よ
る
平
戸
市

立
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
点
検
評

価
委
員
会
を
設
置
し
、
去
る
７

月
31
日
に
２
回
目
の
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
数
値

目
標
と
し
て
見
込
ん
で
い
た
平

成
29
年
度
の
医
療
機
能
や
経
営

指
標
の
数
値
実
績
に
対
し
て
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民

病
院
で
は
、
平
成
28
年
度
末
で

救
急
医
・
整
形
外
科
医
が
退
職

し
た
影
響
に
よ
り
手
術
件
数
・
入

院
患
者
数
及
び
リ
ハ
ビ
リ
件
数

を
減
少
さ
せ
た
こ
と
、
生
月
病

院
で
は
リ
ハ
ビ
リ
対
象
患
者
の

重
点
を
外
来
か
ら
入
院
に
移
し

た
こ
と
な
ど
補
足
説
明
が
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
経
営
状
況
に

つ
い
て
は
、
慢
性
的
な
医
師
不

足
の
状
況
に
あ
り
な
が
ら
も
、純

利
益
４
，０
８
３
万
円
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
評

価
・
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
の
取
組

み
項
目
と
し
て
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
に
お
い
て
、
医
療
技

術
修
学
資
金
制
度
勧
奨
に
よ
り
、

国
立
大
学
生
１
人
に
貸
与
を
行

な
い
ま
し
た
。
全
体
と
し
て
の

意
見
で
は
、
新
改
革
プ
ラ
ン
で

も
掲
げ
て
い
る
、
両
病
院
の
医

師
不
足
の
現
状
に
対
す
る
不
安

や
診
療
科
目
の
偏
在
に
対
す
る

対
応
な
ど
、
医
師
確
保
に
関
す

る
意
見
が
多
く
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

点
検
評
価
委
員
会
の
平
成
29

年
度
実
績
に
対
す
る
統
括
と
し

て
は
、「
厳
し
い
医
師
不
足
の
状

況
で
、
現
段
階
で
は
よ
く
や
ら

れ
て
い
る
」
と
一
定
の
評
価
を
得

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
委
員
会
は
、
各
年
度
の

実
績
が
出
た
段
階
で
、計
画（
数

値
目
標
と
取
組
み
目
標
）
に
対

す
る
進
捗
状
況
を
点
検
・
評
価

す
る
た
め
、
毎
年
１
回
程
度
開

催
し
、
そ
の
都
度
、
概
要
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

新
改
革
プ
ラ
ン
は
Ｈ
Ｐ
で
も

ご
覧
頂
け
ま
す
。
内
容
に
つ
い

て
は
、「
平
戸
市
立
病
院
新
改

革
プ
ラ
ン
」
で
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

主な点検指標
１．医療機能等指標に係る数値目標
　①市民病院

28年度

救急患者数 
臨床研修医の受入件数 
訪問診療・看護件数 
リハビリ件数 
手術件数 

項　　　目 26年度
実　績

27年度
実　績

30年度
計　画

31年度
計　画

32年度
計　画見込 実績 比較

29年度
計画 実績 比較

3,752
34

1,982
24,946
82

3,471
31

1,981
30,657
184

経常収支比率
医業収支比率
経常収支比率
医業収支比率

3,500
33

1,510
31,953
200

3,253
38

1,498
29,536
191

△247
5

△12
△2,417
△9

3,500
33

1,981
32,000
150

3,461
37

1,944
27,255
64

△39
4

△37
△4,745
△86

3,500
33

2,020
32,000
200

3,510
33

2,060
32,000
200

3,500
33

2,100
32,000
200

28年度

救急患者数 
臨床研修医の受入件数 
訪問診療・看護件数 
リハビリ件数 

項　　　目 26年度
実　績

27年度
実　績

30年度
計　画

31年度
計　画

32年度
計　画見込 実績 比較

29年度
計画 実績 比較

1,748
14

1,063
7,591

1,720
20

1,192
7,417

1,716
24

1,008
6,581

1,700
22

1,126
5,949

△16
△2
118
△632

1,716
24

1,102
7,560

1,642
19

1,321
5,230

△74
△5
219

△2,330

1,716
24

1,123
7,560

1,720
24

1,145
7,560

1,716
24

1,166
7,560

28年度

市民

生月

項　　　目 26年度
実　績

27年度
実　績

30年度
計　画

31年度
計　画

32年度
計　画見込 実績 比較

29年度
計画 実績 比較

96.1
82.4
100.8
85.0

101.1
86.6
100.5
83.9

99.7
87.0
100.7
86.8

99.8
86.8
101.8
87.8

0.1
△ 0.2
1.1
1.0

97.0
83.4
100.3
86.8

99.2
84.9
102.0
87.8

2.2
1.5
1.7
1.0

100.8
88.7
102.4
89.1

100.5
89.8
102.7
90.1

100.4
87.7
103.3
89.4

②生月病院

２．経営指標に係る数値目標 
　⑴　収支改善 



市民病院
　スタッフのあなたが命を救うかもあなたが命を救うかも

　　「AED」で助かる命　　「AED」で助かる命
あなたが命を救うかも
　　「AED」で助かる命

Automated External Defibrillator

　

も
し
、
あ
な
た
の
目
の
前
で

人
が
倒
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

突
然
死
の
ほ
と
ん
ど
の
死
因
は

心
臓
疾
患
で
す
。
１
１
９
番
通

報
し
て
、
救
急
車
が
現
場
に
到

着
す
る
ま
で
平
成
29
年
度
全
国

平
均
8.5
分
。
私
た
ち
の
住
む
平

戸
市
は
縦
に
細
長
く
、
救
急
車

が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
時

間
を
要
し
ま
す
。

　

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人

の
治
療
は
１
分
１
秒
を
争
い
ま

す
。
心
臓
が
停
止
し
て
か
ら
、

約
３
分
後
に
は
生
存
率
が
50
％
、

４
分
後
に
は
脳
に
障
害
が
発
生

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
、
ま
ず
必

要
な
こ
と
は
１
１
９
番
通
報
す

る
こ
と
で
す
。

　

通
報
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、

救
急
隊
員
に
よ
る
救
急
処
置
を

早
く
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

救
え
る
命
も
時
間
が
経
て
ば
、

救
命
率
も
低
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
は
、

そ
ば
に
い
る
人
が
行
な
う
胸
骨

圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
や

人
口
呼
吸
の
心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ

Ｄ（
自
動
体
外
除
細
動
器
）
を

使
っ
た
一
次
救
命
処
置
で
す
。

（
図
１
参
照
）

 •

心
停
止
に
は
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク

の
適
応
と
な
る
「
心
室
細
動
」

と
呼
ば
れ
る
心
臓
が
細
か
く

震
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、血
液

を
送
り
出
せ
な
く
な
る
不
整

脈
に
よ
る
も
の
と
、
適
応
で

な
い
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

 •

心
臓
の
状
態
を
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
判

断
し
て
、
自
動
的
に
電
気
シ

ョ
ッ
ク
が
必
要
か
音
声
で
教

え
て
く
れ
ま
す
。
電
気
シ
ョ
ッ

ク
の
必
要
が
な
い
場
合
は
、Ａ

Ｅ
Ｄ
は
作
動
し
ま
せ
ん
の
で
、

処
置
が
必
要
な
場
合
の
み
、

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 •

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
で
、

心
室
細
動
を
止
め
て
正
し
い

心
臓
の
リ
ズ
ム
に
戻
し
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
間
の
救
命
処

置
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　

最
近
で
は
、
公
共
施
設
を
は

じ
め
、
市
内
で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
自

分
が
住
む
町
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
ど
こ

に
あ
る
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

す
ぐ
に
取
り
に
行
け
る
場
所
に

設
置
し
て
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

　

https://aedm
.jp

（
日
本

全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
）
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

は
各
地
区
に
出
向
く
出
前
講
座

の
中
で
講
義
に
取
り
入
れ
る
な

ど
ご
希
望
が
あ
れ
ば
対
応
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

院
内
ス
タ
ッ
フ
も
定
期
的
に

知
識
、
技
術
の
確
認
、
向
上
を

目
指
し
日
々
精
進
し
て
参
り
ま

す
。

「AED」とは自動体外式除細動器
のことを言います。
A：Automated　（自動化された）
E：External　（体外式の）
D：Defibrillator　（除細動器）

平
戸
市
病
院
事
業
管
理
者　

　
　
医
師　

池
田　

柊
一

　

前
回
示
し
た
よ
う
に
長
崎
県
内
で
は
順

調
に
進
ん
で
き
た
母
子
感
染
防
止
事
業
で

あ
る
が
、
他
の
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
ー
Ｉ
キ
ャ
リ
ア
の

多
い
地
域
で
は
組
織
化
さ
れ
ず
、
関
心
を

持
つ
医
師
個
人
に
よ
る
感
染
予
防
し
か
行

わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は〝
Ａ
Ｔ
Ｌ
は

九
州
に
み
ら
れ
る
風
土
病
で
あ
り
、
感
染

対
策
は
九
州
で
や
れ
ば
い
い
〞と
医
学
界
で

理
解
さ
れ
、
そ
れ
以
上
の
対
策
が
と
ら
れ

ず
、
検
査
費
用
も
個
人
負
担
と
さ
れ
て
い

た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
２
０
０
７
、
２

０
０
８
年
に
日
赤
に
お
い
て
約
１
０
０
万
人

の
献
血
者
の
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
結
果
、

関
西
、
中
部
、
関
東
の
大
都
市
圏
に
多
数

の
キ
ャ
リ
ア
が
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
こ
う
し
て
２
０
０
９
年
全
国
的

取
り
組
み
に
拡
大
、
開
始
か
ら
20
年
を
経

て
、
や
っ
と
母
子
感
染
予
防
対
策
は
国
の

事
業
と
な
っ
た
。

　

ウ
イ
ル
ス
感
染
を
防
い
で
疾
病
撲
滅
に
成

功
し
た
事
業
は
、 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
行
っ
た
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
よ
る
天
然
痘
撲
滅
が
あ
る
。
長

崎
県
Ａ
Ｔ
Ｌ
ウ
イ
ル
ス
母
子
感
染
防
止
研

究
協
力
事
業
（
Ａ
Ｐ
Ｐ
）
は
２
０
１
１
年

10
月
第
63
回
保
健
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。

約
２
０
０
人
が
集
ま
っ
て
祝
賀
会
が
開
か
れ

た
。
サ
ル
を
使
っ
た
基
礎
実
験
を
一
緒
に
や

っ
た
約
10
人
の
仲
間
の
参
加
は
わ
ず
か
３
人

で
、
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
た
方
も
お
り
、
遅

す
ぎ
た
一
寸
寂
し
い
祝
い
の
会
で
あ
っ
た
。

私
が
平
戸
に
着
任
し
た
の
は
２
０
０
５
年

で
あ
る
。

　

長
崎
大
学
に
は
18
年
間
在
籍
、
最
後
の

７
年
間
は
が
ん
特
別
研
究
の
科
学
研
究
費

を
得
て
Ａ
Ｔ
Ｌ
の
発
症
に
関
す
る
研
究
を

行
っ
た
。
健
常
キ
ャ
リ
ア
の
中
に
は
遺
伝

子
検
査
で
調
べ
る
と
、
す
で
に
白
血
病
の

芽
を
持
っ
て
い
る
ヒ
ト
（
前
白
血
病
状

態
）
が
1.2
〜
2.0
％
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

５
０
０
人
の
キ
ャ
リ
ア
の
遺
伝
子
検
査
を

行
っ
た
力
仕
事
で
あ
っ
た
。（
１
９
９
５
年

Int.J.Cancer

、
国
際
血
液
学
会
ロ
ン
ド
ン

な
ど
で
発
表
）。
ま
た
、
こ
の
人
達
50
人
を

20
年
間
追
跡
調
査
し
、
33
％
が
Ａ
Ｔ
Ｌ
を

発
症
す
る
こ
と
を
報
告
し
た
。（
１
９
９
５

年Blood

、
国
際
血
液
学
会
カ
ン
ク
ン
で

発
表
、
２
０
０
０
年Blood letter

な
ど

で
発
表
）。

　

１
９
９
３
年
、
県
北
に
骨
髄
移
植
が
出

来
る
体
制
を
作
る
よ
う
命
じ
ら
れ
大
学
を

離
れ
た
。
佐
世
保
市
立
総
合
病
院
（
現
在

の
佐
世
保
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）
に
着

任
、
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
得
て
４
年
後
に
は

第
一
例
目
を
行
い
血
液
病
の
治
療
を
完
結
で

き
る
施
設
と
し
た
。
特
に
看
護
師
の
協
力

を
得
る
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
が
、
新
し
い

治
療
法
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
若
者
た

ち
が
献
身
的
に
協
力
し
て
く
れ
た
。
感
謝

に
堪
え
な
い
。
そ
の
後
、
後
輩
達
の
努
力
で
、

同
院
の
Ａ
Ｔ
Ｌ
の
移
植
寛
解
率
は
50
％
に

達
し
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本
で
ト
ッ
プ
の
治

療
成
績
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｔ
Ｌ
は
他
の
白
血
病
と
比
し
治
療
成

績
が
き
わ
め
て
悪
い
の
が
特
徴
で
、
未
だ
に

満
足
な
薬
物
療
法
が
な
い
。
昭
和
60
年
頃

に
我
々
が
考
案
し
た
治
療
法
に
少
し
改
良

を
加
え
て
、
全
国
的
な
臨
床
試
験
が
行
わ

れ
た
。
論
文
発
表
ま
で
約
10
年
を
要
し
た

が
、
こ
れ
が
現
在
世
界
の
Ａ
Ｔ
Ｌ
標
準
治

療
と
な
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
著
効
す
る

よ
う
な
新
薬
の
開
発
も
遅
れ
て
い
る
。

　

平
戸
に
着
任
し
て
13
年
経
過
し
た
が
、

こ
の
間
、
毎
年
１
〜
３
人
の
Ａ
Ｔ
Ｌ
の
発

症
を
み
て
い
る
。
以
前
と
比
し
て
高
齢
者
の

発
症
が
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
年
齢

が
壁
と
な
り
、
移
植
な
ど
の
強
い
治
療
が

出
来
な
い
た
め
難
渋
し
て
い
る
。Ａ
Ｔ
Ｌ
は

移
植
が
最
も
有
効
な
治
療
法
で
あ
る
が
高

齢
者
に
は
適
用
で
き
な
い
。

　

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
２
世
代
交
代
す
る
と
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
ー
Ｉ

感
染
者
は
ほ
ぼ
０
に
な
り
Ａ
Ｔ
Ｌ
も
日
本

か
ら
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
医
師
と
し

て
43
年
間
Ａ
Ｔ
Ｌ
と
対
峙
し
て
き
た
が
、

高
齢
者
の
治
療
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ

し
ば
ら
く
は
Ａ
Ｔ
Ｌ
と
の
闘
い
は
続
く
。

　
　
　
　

完

前
回
の
お
さ
ら
い

　

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
、
起
こ
る
血
液

の
ガ
ン
。
通
常
の
白
血
病
や
リ
ン
パ
腫

よ
り
様
々
な
症
状
が
で
る
。

　

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
ー
Ｉ
キ
ャ
リ
ア
産
婦
の
母

乳
を
飲
ま
せ
て
コ
モ
ン
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
が

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
ー
Ｉ
に
感
染
す
る
実
験
経
過

を
示
し
た
。
さ
ら
に
母
乳
を
遮
断
す
る

こ
と
で
子
へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
出

来
る
こ
と
も
証
明
し
、
長
崎
県
全
体
へ

感
染
予
防
策
を
拡
げ
た
。

とは…

あ
、
人
が
倒
れ
て
い
る
!!

4 呼吸の確認

助けを呼ぶ

胸と頭部の動きを見て、
呼吸の確認をします
（10秒以内）
●わからない時は胸骨
　圧迫を開始

胸が約5㎝沈む程度の強さで、
１分間に100回から120回のテンポで押します

3

胸骨圧迫5

体から離れてください
AEDで電気ショック6

安全の確認1

肩をたたいて
意識の確認2

●胸骨圧迫の
　開始 ※技術と意思があれば胸骨圧迫

　30回と人工呼吸2回を繰り返す

30回の胸骨圧迫 2回の人工呼吸

あ
、
人
が
倒
れ
て
い
る
!!

4 呼吸の確認

助けを呼ぶ

て、胸と頭部の動きを見て、
呼吸の確認をします
（10秒以内）
● 骨わからない時は胸骨
圧迫を開始

胸が約5㎝沈む程度の強さで、
します１分間に100回から120回のテンポで押し

3

胸骨圧迫5

体から離れてください
AEDで電気ショック6

安全の確認1

肩をたたいて
意識の確認2

●胸骨圧迫の
　開始 ※技術と意思があれば 骨圧迫胸骨

繰り返す30回と人工呼吸2回を繰

30回の胸骨圧迫 2回の人工呼吸

救
急
隊
に
引
き
継
ぐ
ま
で
心
肺
蘇
生
を
続
け
ま
し
ょ
う
【図１：日本光電HP引用】

真剣に実習に取り組む看護師

◆
Ａ
Ｔ
Ｌ

　

成
人
T
細
胞
白
血
病
／
リ
ン
パ
腫



訪
問
診
療
に
同
⾏
し
て

　

訪
問
診
療
に
お
い
て
大
切
な

こ
と
は
、
患
者
さ
ん
の
持
病
、

家
族
関
係
、
生
活
を
ふ
ま
え
、

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
診
療

を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。
次
の
訪
問
診
療
を
行
う

時
に
は

今
回
学

ん
だ
こ

と
を
活

か
し
て

い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

医
師
や
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ

フ
と
学
生
、
住
民
が
互
い

に
医
療
の
現
状
や
必
要
性

に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

い
、
全
員
で
考
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い

ま
し
た
。

　
長
崎
大
学
医
学
部
医
学
科

　
　
１
年　

本
村　

太
郎

【春日集落】　　　　【平戸市生月町博物館・島の館】
２班に分かれて、本年７月に登録された世界遺産を巡りました。

　
平
戸
市
民
病
院
を
会
場
に「
地

域
医
療
に
つ
い
て
体
験
し
、
考

え
る
夏
の
合
宿
企
画
」（Sum

m
er 

Cam
p in H

irado 

２
０
１
８
）

が
８
月
24
日
〜
26
日
の
３
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
長
崎
大
学
医
学
部
地

域
枠
の
１
年
生
、
長
崎
純
心
大

学
人
文
学
部
２
年
と
４
年
生
、

そ
し
て
毎
年
こ
の
合
宿
を
楽
し

み
に
し
て
く
れ
て
い
る
リ
ピ
ー
タ

ー
の
方
々
で
、
年
齢
は
大
学
１

年
生
か
ら
80
歳
を
迎
え
ら
れ
た

齋
藤

元
長
崎
大
学
学
長
、
ま

た
市
民
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
も
加

わ
り
、
職
種
も
年
齢
も
多
彩
に

１
０
０
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

オリエンテーション
訪問実習
（柿添病院、青洲会病院、平戸市
民病院、生月病院）
まとめ
地域医療講演会Ⅰ
講師：雄鹿診療所 所長 東條環樹
演題：世界を知り田舎で働く
　　　～ソレってダレのシゴト？～
懇親会
地域体験
（平戸の世界遺産巡り）
昼食
シンポジウムⅠ
テーマ：地域で学ぶ
講師：ハイズ株式会社
　　　医師・コンサルタント 伴正海
演題：医療の最先端は地域ですね
講師：長崎県上五島病院
　　　医師 山川大介
演題：離島で働く医師の日常
ワールドカフェ　
テーマ：地域って何だろう？
シンポジウムⅡ
テーマ：海外のRural
講師：ゲネプロ代表　齋藤学
演題：‘海外のRural’にチャレン
　　　ジするために必要なこと
講師：ジンバミッション病院
　　　医師 三好康広
演題：２年間の日本人医師の挑戦
　　　～アフリカ地域医療の光と影～
懇親会（BBQ）
地域医療講演会Ⅱ
講師：医療法人慈孝会 七山診療所 
　　　所長 阿部智介
ワークショップ
テーマ：地域で輝く医療人
発表

11:30

13:30

16:30

17:30

20:00

9:00

12:00

13:00

14:30

16:30

18:30

9:00

10:45

12:15

8/24
（金）

8/25
（土）

8/26
（日）

【タイムスケジュール】
え

C

がの参域学そみー年

　

９
月
８
日
、
生
月
町
中
央
公

民
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
【
特
別
講
演
】

　

平
戸
市
福
祉
部
長
寿
介
護

課
高
齢
者
支
援
班
、
藤
井
雅

子
保
健
師
に
よ
る
、「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け

て
の
取
組
み
」
に
つ
い
て
講
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
介
護
保

険
事
業
か
ら
総
合
支
援
事
業
等

へ
の
取
り
組
み
を
詳
し
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
戸

市
は
、
全
国
に
遅
れ
る
こ
と
な

く
平
戸
市
独
自
の
事
業
が
展
開

さ
れ
、
元
気
老
人
創
出
の
た
め

の
土
台
作
り
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

【
一
般
研
究
演
題
】

　

看
護
部
で
は
「
心
身
拘
束
に

関
す
る
意
識
調
査
」
な
ど
４
題
、

技
師
部
か
ら
は
「
理
解
が
深
ま

る
！
薬
物
乱
用
防
止
教
室
」
な

ど
３
題
の
活
動
・
研
究
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
看
護
部
も
技
師

部
も
、
日
頃
の
業
務
と
並
行
し

な
が
ら
研
究
等
に
取
り
組
み
、

素
晴
ら
し
い
報
告
が
で
き
ま
し

た
。
会
場
か
ら
も
、
多
数
の
質

問
が
あ
り
、
活
発
な
討
議
が
行

わ
れ
、
実
り
あ
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

日
常
業
務
の
中
か
ら
問
題
点

を
抽
出
、
研
究
し
ま
と
め
る
こ

と
は
、
大
変
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
両
病
院
職
員
の
質
の

向
上
の
た
め
に
も
、
今
後
も
、

こ
の
研
究
を
継
続
し
て
開
催
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
22
回
平
戸
市
立
病
院

　
　
『
院
内
研
究
会
』
開
催

　

２
泊
３
日
の
期
間
中
に
国
内
外

の
離
島
・
へ
き
地
で
地
域
医
療
に
従

事
し
て
い
る
先
生
方
に
よ
る
講
演

と
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
地
域
医
療
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ

い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
厳
し
い
医
療
環
境
に
あ
る
地

域
に
あ
っ
て
、「
攻
め
の
姿
勢
」「
諦

め
な
い
」「
ぶ
れ
な
い
信
念
」、
こ
の
３

点
は
、
ど
の
講
師
も
共
通
し
た
コ
ン

セ
プ
ト
で
し
た
。
例
え
ば
、
人
口
減

少
や
高
い
高
齢
化
率
で
さ
え
将
来

の
日
本
の
姿
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

医
療
制
度
の
見
本
と
考
え
、
解
決

策
と
な
る
ヒ
ン
ト
を
探
し
て
い
く
こ

と
や
、
少
な
い
医
師
数
で
あ
る
か
ら

こ
そ
果
た
す
役
割
は
幅
広
く
な
り
、

介
護
や
医
療
制
度
な
ど
様
々
な
ス

キ
ル
を
習
得
す
る
機
会
が
増
え
る

と
考
え
る
。
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
出
て
行
く
こ
と
で
、
地
域
全
体

の
健
康
増
進
や
幸
福
度
を
上
げ
る

活
動
に
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
な
ど
。

　

地
域
の
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
は

我
々
専
門
職
が
地
域
に
で
て
い
き
協

働
す
る
こ
と
で
顕
在
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
、
こ
の
合
宿
を
通
じ
て
感
じ

ま
し
た
。
さ
ら
に
地
域
で
創
ら
れ

た
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
医
療
者
自
か
ら

が
変
わ
る
こ
と
を
決
断
し
実
行
す

る
こ
と
の
大
切
さ
も
感
じ
た
３
日

間
で
し
た
。 

　

医
療
が
患
者
さ
ん
の

身
体
的
自
立
、
経
済
的

自
立
、
精
神
的
自
立
を

支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
点
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
医
師
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
医

療
の
提
供
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
づ
く
り
や
体

制
の
改
善
な
ど
社
会
に

直
接
関
わ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
医
学
だ
け
で

は
な
く
、
社
会
に
も
目

を
向
け
ら
れ
る
医
師
に

な
り
た
い
で
す
。　

私
は
高
校
生
の
と
き
に
齋
藤
先

生
の
お
話
を
聞
い
て
、
総
合
診

療
医
と
し
て
働
き
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
離
島
・

へ
き
地
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
を
目
指
し
て
い
く
上
で
、
や

は
り
、
明
確
に
目
標
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
急
性
期
病
院

は
集
約
さ
れ
て
、
地
域

医
療
の
重
要
性
が
増
し

て
く
る
と
い
う
お
話
を

肝
に
命
じ
て
、
今
後
の

キ
ャ
リ
ア
（
進
路
）
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。　
　

地
域
医
療
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た

皆
さ
ん
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



訪
問
診
療
に
同
⾏
し
て

　

訪
問
診
療
に
お
い
て
大
切
な

こ
と
は
、
患
者
さ
ん
の
持
病
、

家
族
関
係
、
生
活
を
ふ
ま
え
、

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
診
療

を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。
次
の
訪
問
診
療
を
行
う

時
に
は

今
回
学

ん
だ
こ

と
を
活

か
し
て

い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

医
師
や
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ

フ
と
学
生
、
住
民
が
互
い

に
医
療
の
現
状
や
必
要
性

に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

い
、
全
員
で
考
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い

ま
し
た
。

　
長
崎
大
学
医
学
部
医
学
科

　
　
１
年　

本
村　

太
郎

【春日集落】　　　　【平戸市生月町博物館・島の館】
２班に分かれて、本年７月に登録された世界遺産を巡りました。

　
平
戸
市
民
病
院
を
会
場
に「
地

域
医
療
に
つ
い
て
体
験
し
、
考

え
る
夏
の
合
宿
企
画
」（Sum

m
er 

Cam
p in H

irado 

２
０
１
８
）

が
８
月
24
日
〜
26
日
の
３
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
長
崎
大
学
医
学
部
地

域
枠
の
１
年
生
、
長
崎
純
心
大

学
人
文
学
部
２
年
と
４
年
生
、

そ
し
て
毎
年
こ
の
合
宿
を
楽
し

み
に
し
て
く
れ
て
い
る
リ
ピ
ー
タ

ー
の
方
々
で
、
年
齢
は
大
学
１

年
生
か
ら
80
歳
を
迎
え
ら
れ
た

齋
藤

元
長
崎
大
学
学
長
、
ま

た
市
民
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
も
加

わ
り
、
職
種
も
年
齢
も
多
彩
に

１
０
０
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

オリエンテーション
訪問実習
（柿添病院、青洲会病院、平戸市
民病院、生月病院）
まとめ
地域医療講演会Ⅰ
講師：雄鹿診療所 所長 東條環樹
演題：世界を知り田舎で働く
　　　～ソレってダレのシゴト？～
懇親会
地域体験
（平戸の世界遺産巡り）
昼食
シンポジウムⅠ
テーマ：地域で学ぶ
講師：ハイズ株式会社
　　　医師・コンサルタント 伴正海
演題：医療の最先端は地域ですね
講師：長崎県上五島病院
　　　医師 山川大介
演題：離島で働く医師の日常
ワールドカフェ　
テーマ：地域って何だろう？
シンポジウムⅡ
テーマ：海外のRural
講師：ゲネプロ代表　齋藤学
演題：‘海外のRural’にチャレン
　　　ジするために必要なこと
講師：ジンバミッション病院
　　　医師 三好康広
演題：２年間の日本人医師の挑戦
　　　～アフリカ地域医療の光と影～
懇親会（BBQ）
地域医療講演会Ⅱ
講師：医療法人慈孝会 七山診療所 
　　　所長 阿部智介
ワークショップ
テーマ：地域で輝く医療人
発表
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（金）
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【タイムスケジュール】
え

C

がの参域学そみー年

　

９
月
８
日
、
生
月
町
中
央
公

民
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
【
特
別
講
演
】

　

平
戸
市
福
祉
部
長
寿
介
護

課
高
齢
者
支
援
班
、
藤
井
雅

子
保
健
師
に
よ
る
、「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け

て
の
取
組
み
」
に
つ
い
て
講
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
介
護
保

険
事
業
か
ら
総
合
支
援
事
業
等

へ
の
取
り
組
み
を
詳
し
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
戸

市
は
、
全
国
に
遅
れ
る
こ
と
な

く
平
戸
市
独
自
の
事
業
が
展
開

さ
れ
、
元
気
老
人
創
出
の
た
め

の
土
台
作
り
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

【
一
般
研
究
演
題
】

　

看
護
部
で
は
「
心
身
拘
束
に

関
す
る
意
識
調
査
」
な
ど
４
題
、

技
師
部
か
ら
は
「
理
解
が
深
ま

る
！
薬
物
乱
用
防
止
教
室
」
な

ど
３
題
の
活
動
・
研
究
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
看
護
部
も
技
師

部
も
、
日
頃
の
業
務
と
並
行
し

な
が
ら
研
究
等
に
取
り
組
み
、

素
晴
ら
し
い
報
告
が
で
き
ま
し

た
。
会
場
か
ら
も
、
多
数
の
質

問
が
あ
り
、
活
発
な
討
議
が
行

わ
れ
、
実
り
あ
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

日
常
業
務
の
中
か
ら
問
題
点

を
抽
出
、
研
究
し
ま
と
め
る
こ

と
は
、
大
変
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
両
病
院
職
員
の
質
の

向
上
の
た
め
に
も
、
今
後
も
、

こ
の
研
究
を
継
続
し
て
開
催
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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。



市民病院
　スタッフのあなたが命を救うかもあなたが命を救うかも

　　「AED」で助かる命　　「AED」で助かる命
あなたが命を救うかも
　　「AED」で助かる命

Automated External Defibrillator

　

も
し
、
あ
な
た
の
目
の
前
で

人
が
倒
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

突
然
死
の
ほ
と
ん
ど
の
死
因
は

心
臓
疾
患
で
す
。
１
１
９
番
通

報
し
て
、
救
急
車
が
現
場
に
到

着
す
る
ま
で
平
成
29
年
度
全
国

平
均
8.5
分
。
私
た
ち
の
住
む
平

戸
市
は
縦
に
細
長
く
、
救
急
車

が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
時

間
を
要
し
ま
す
。

　

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人

の
治
療
は
１
分
１
秒
を
争
い
ま

す
。
心
臓
が
停
止
し
て
か
ら
、

約
３
分
後
に
は
生
存
率
が
50
％
、

４
分
後
に
は
脳
に
障
害
が
発
生

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
、
ま
ず
必

要
な
こ
と
は
１
１
９
番
通
報
す

る
こ
と
で
す
。

　

通
報
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、

救
急
隊
員
に
よ
る
救
急
処
置
を

早
く
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

救
え
る
命
も
時
間
が
経
て
ば
、

救
命
率
も
低
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
は
、

そ
ば
に
い
る
人
が
行
な
う
胸
骨

圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
や

人
口
呼
吸
の
心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ

Ｄ（
自
動
体
外
除
細
動
器
）
を

使
っ
た
一
次
救
命
処
置
で
す
。

（
図
１
参
照
）

 •

心
停
止
に
は
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク

の
適
応
と
な
る
「
心
室
細
動
」

と
呼
ば
れ
る
心
臓
が
細
か
く

震
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、血
液

を
送
り
出
せ
な
く
な
る
不
整

脈
に
よ
る
も
の
と
、
適
応
で

な
い
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

 •

心
臓
の
状
態
を
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
判

断
し
て
、
自
動
的
に
電
気
シ

ョ
ッ
ク
が
必
要
か
音
声
で
教

え
て
く
れ
ま
す
。
電
気
シ
ョ
ッ

ク
の
必
要
が
な
い
場
合
は
、Ａ

Ｅ
Ｄ
は
作
動
し
ま
せ
ん
の
で
、

処
置
が
必
要
な
場
合
の
み
、

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 •

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
で
、

心
室
細
動
を
止
め
て
正
し
い

心
臓
の
リ
ズ
ム
に
戻
し
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
間
の
救
命
処

置
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　

最
近
で
は
、
公
共
施
設
を
は

じ
め
、
市
内
で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
自

分
が
住
む
町
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
ど
こ

に
あ
る
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

す
ぐ
に
取
り
に
行
け
る
場
所
に

設
置
し
て
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

　

https://aedm
.jp

（
日
本

全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
）
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

は
各
地
区
に
出
向
く
出
前
講
座

の
中
で
講
義
に
取
り
入
れ
る
な

ど
ご
希
望
が
あ
れ
ば
対
応
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

院
内
ス
タ
ッ
フ
も
定
期
的
に

知
識
、
技
術
の
確
認
、
向
上
を

目
指
し
日
々
精
進
し
て
参
り
ま

す
。

「AED」とは自動体外式除細動器
のことを言います。
A：Automated　（自動化された）
E：External　（体外式の）
D：Defibrillator　（除細動器）

平
戸
市
病
院
事
業
管
理
者　

　
　
医
師　

池
田　

柊
一

　

前
回
示
し
た
よ
う
に
長
崎
県
内
で
は
順

調
に
進
ん
で
き
た
母
子
感
染
防
止
事
業
で

あ
る
が
、
他
の
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
ー
Ｉ
キ
ャ
リ
ア
の

多
い
地
域
で
は
組
織
化
さ
れ
ず
、
関
心
を

持
つ
医
師
個
人
に
よ
る
感
染
予
防
し
か
行

わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は〝
Ａ
Ｔ
Ｌ
は

九
州
に
み
ら
れ
る
風
土
病
で
あ
り
、
感
染

対
策
は
九
州
で
や
れ
ば
い
い
〞と
医
学
界
で

理
解
さ
れ
、
そ
れ
以
上
の
対
策
が
と
ら
れ

ず
、
検
査
費
用
も
個
人
負
担
と
さ
れ
て
い

た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
２
０
０
７
、
２

０
０
８
年
に
日
赤
に
お
い
て
約
１
０
０
万
人

の
献
血
者
の
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
結
果
、

関
西
、
中
部
、
関
東
の
大
都
市
圏
に
多
数

の
キ
ャ
リ
ア
が
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
こ
う
し
て
２
０
０
９
年
全
国
的

取
り
組
み
に
拡
大
、
開
始
か
ら
20
年
を
経

て
、
や
っ
と
母
子
感
染
予
防
対
策
は
国
の

事
業
と
な
っ
た
。

　

ウ
イ
ル
ス
感
染
を
防
い
で
疾
病
撲
滅
に
成

功
し
た
事
業
は
、 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
行
っ
た
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
よ
る
天
然
痘
撲
滅
が
あ
る
。
長

崎
県
Ａ
Ｔ
Ｌ
ウ
イ
ル
ス
母
子
感
染
防
止
研

究
協
力
事
業
（
Ａ
Ｐ
Ｐ
）
は
２
０
１
１
年

10
月
第
63
回
保
健
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。

約
２
０
０
人
が
集
ま
っ
て
祝
賀
会
が
開
か
れ

た
。
サ
ル
を
使
っ
た
基
礎
実
験
を
一
緒
に
や

っ
た
約
10
人
の
仲
間
の
参
加
は
わ
ず
か
３
人

で
、
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
た
方
も
お
り
、
遅

す
ぎ
た
一
寸
寂
し
い
祝
い
の
会
で
あ
っ
た
。

私
が
平
戸
に
着
任
し
た
の
は
２
０
０
５
年

で
あ
る
。

　

長
崎
大
学
に
は
18
年
間
在
籍
、
最
後
の

７
年
間
は
が
ん
特
別
研
究
の
科
学
研
究
費

を
得
て
Ａ
Ｔ
Ｌ
の
発
症
に
関
す
る
研
究
を

行
っ
た
。
健
常
キ
ャ
リ
ア
の
中
に
は
遺
伝

子
検
査
で
調
べ
る
と
、
す
で
に
白
血
病
の

芽
を
持
っ
て
い
る
ヒ
ト
（
前
白
血
病
状

態
）
が
1.2
〜
2.0
％
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

５
０
０
人
の
キ
ャ
リ
ア
の
遺
伝
子
検
査
を

行
っ
た
力
仕
事
で
あ
っ
た
。（
１
９
９
５
年

Int.J.Cancer

、
国
際
血
液
学
会
ロ
ン
ド
ン

な
ど
で
発
表
）。
ま
た
、
こ
の
人
達
50
人
を

20
年
間
追
跡
調
査
し
、
33
％
が
Ａ
Ｔ
Ｌ
を

発
症
す
る
こ
と
を
報
告
し
た
。（
１
９
９
５

年Blood

、
国
際
血
液
学
会
カ
ン
ク
ン
で

発
表
、
２
０
０
０
年Blood letter

な
ど

で
発
表
）。

　

１
９
９
３
年
、
県
北
に
骨
髄
移
植
が
出

来
る
体
制
を
作
る
よ
う
命
じ
ら
れ
大
学
を

離
れ
た
。
佐
世
保
市
立
総
合
病
院
（
現
在

の
佐
世
保
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）
に
着

任
、
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
得
て
４
年
後
に
は

第
一
例
目
を
行
い
血
液
病
の
治
療
を
完
結
で

き
る
施
設
と
し
た
。
特
に
看
護
師
の
協
力

を
得
る
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
が
、
新
し
い

治
療
法
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
若
者
た

ち
が
献
身
的
に
協
力
し
て
く
れ
た
。
感
謝

に
堪
え
な
い
。
そ
の
後
、
後
輩
達
の
努
力
で
、

同
院
の
Ａ
Ｔ
Ｌ
の
移
植
寛
解
率
は
50
％
に

達
し
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本
で
ト
ッ
プ
の
治

療
成
績
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｔ
Ｌ
は
他
の
白
血
病
と
比
し
治
療
成

績
が
き
わ
め
て
悪
い
の
が
特
徴
で
、
未
だ
に

満
足
な
薬
物
療
法
が
な
い
。
昭
和
60
年
頃

に
我
々
が
考
案
し
た
治
療
法
に
少
し
改
良

を
加
え
て
、
全
国
的
な
臨
床
試
験
が
行
わ

れ
た
。
論
文
発
表
ま
で
約
10
年
を
要
し
た

が
、
こ
れ
が
現
在
世
界
の
Ａ
Ｔ
Ｌ
標
準
治

療
と
な
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
著
効
す
る

よ
う
な
新
薬
の
開
発
も
遅
れ
て
い
る
。

　

平
戸
に
着
任
し
て
13
年
経
過
し
た
が
、

こ
の
間
、
毎
年
１
〜
３
人
の
Ａ
Ｔ
Ｌ
の
発

症
を
み
て
い
る
。
以
前
と
比
し
て
高
齢
者
の

発
症
が
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
年
齢

が
壁
と
な
り
、
移
植
な
ど
の
強
い
治
療
が

出
来
な
い
た
め
難
渋
し
て
い
る
。Ａ
Ｔ
Ｌ
は

移
植
が
最
も
有
効
な
治
療
法
で
あ
る
が
高

齢
者
に
は
適
用
で
き
な
い
。

　

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
２
世
代
交
代
す
る
と
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
ー
Ｉ

感
染
者
は
ほ
ぼ
０
に
な
り
Ａ
Ｔ
Ｌ
も
日
本

か
ら
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
医
師
と
し

て
43
年
間
Ａ
Ｔ
Ｌ
と
対
峙
し
て
き
た
が
、

高
齢
者
の
治
療
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ

し
ば
ら
く
は
Ａ
Ｔ
Ｌ
と
の
闘
い
は
続
く
。

　
　
　
　

完

前
回
の
お
さ
ら
い

　

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
、
起
こ
る
血
液

の
ガ
ン
。
通
常
の
白
血
病
や
リ
ン
パ
腫

よ
り
様
々
な
症
状
が
で
る
。

　

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
ー
Ｉ
キ
ャ
リ
ア
産
婦
の
母

乳
を
飲
ま
せ
て
コ
モ
ン
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
が

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
ー
Ｉ
に
感
染
す
る
実
験
経
過

を
示
し
た
。
さ
ら
に
母
乳
を
遮
断
す
る

こ
と
で
子
へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
出

来
る
こ
と
も
証
明
し
、
長
崎
県
全
体
へ

感
染
予
防
策
を
拡
げ
た
。

とは…

あ
、
人
が
倒
れ
て
い
る
!!

4 呼吸の確認

助けを呼ぶ

胸と頭部の動きを見て、
呼吸の確認をします
（10秒以内）
●わからない時は胸骨
　圧迫を開始

胸が約5㎝沈む程度の強さで、
１分間に100回から120回のテンポで押します

3

胸骨圧迫5

体から離れてください
AEDで電気ショック6

安全の確認1

肩をたたいて
意識の確認2

●胸骨圧迫の
　開始 ※技術と意思があれば胸骨圧迫

　30回と人工呼吸2回を繰り返す

30回の胸骨圧迫 2回の人工呼吸

あ
、
人
が
倒
れ
て
い
る
!!

4 呼吸の確認

助けを呼ぶ

て、胸と頭部の動きを見て、
呼吸の確認をします
（10秒以内）
● 骨わからない時は胸骨
圧迫を開始

胸が約5㎝沈む程度の強さで、
します１分間に100回から120回のテンポで押し

3

胸骨圧迫5

体から離れてください
AEDで電気ショック6

安全の確認1

肩をたたいて
意識の確認2

●胸骨圧迫の
　開始 ※技術と意思があれば 骨圧迫胸骨

繰り返す30回と人工呼吸2回を繰

30回の胸骨圧迫 2回の人工呼吸

救
急
隊
に
引
き
継
ぐ
ま
で
心
肺
蘇
生
を
続
け
ま
し
ょ
う
【図１：日本光電HP引用】

真剣に実習に取り組む看護師

◆
Ａ
Ｔ
Ｌ

　

成
人
T
細
胞
白
血
病
／
リ
ン
パ
腫



基礎代謝を上げるポイント 基礎代謝を上げるポイント

生月病院スタッフの

　

人
間
の
体
は
、
加
齢
に
伴
っ
て
基

礎
代
謝
が
低
下
し
ま
す
。
基
礎
代
謝

の
ピ
ー
ク
は
10
代
前
半
で
す
。

　

ま
た
年
齢
だ
け
で
な
く
、
筋
肉
量

で
も
変
わ
る
た
め
男
性
よ
り
女
性
の

方
が
基
礎
代
謝
量
は
低
く
な
り
ま
す
。

基
礎
代
謝
が
下
が
れ
ば
、
同
じ
カ
ロ

リ
ー
を
摂
取
し
て
も
脂
肪
と
し
て
残

る
た
め
、
肥
満
に
な
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

 　

そ
こ
で
基
礎
代
謝
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

た
め
に
筋
肉
を
増
や
し
、
加
え
て
生

活
習
慣
に
よ
り
基
礎
代
謝
の
質
を
上

げ
る
こ
と
が
健
康
的
で
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

　

基
礎
代
謝
を
上
げ
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
運
動
に
よ

る
筋
力
ア
ッ
プ
な
ど
７
項
目
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

　

筋
肉
は
20
代
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
な
い
限
り
衰
え
て

い
き
ま
す
。
若
い
人
ほ
ど
運
動
量
に
耐

え
る
体
力
が
あ
る
た
め
筋
肉
は
つ
き
や

す
い
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
中
高
年
齢
の
方
で
も
筋

肉
を
鍛
え
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

（
無
理
な
運
動
は
控
え
て
下
さ
い
）

　

ま
た
骨
折
な
ど
で
寝
た
き
り
に
な
る

と
筋
肉
は
減
少
し
、
な
か
な
か
筋
力
は

戻
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
に
多
い
骨
粗
し

ょ
う
症
で
す
が
、
こ
れ
は
筋
肉
量
の
不

足
か
ら
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

運
動
の
維
持
を
す
る
こ
と
で
筋
肉
を

強
く
し
、
基
礎
代
謝
を
ア
ッ
プ
し
て
健

康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

※

老
後
を
支
え
る
の
は
貯
金
も
で
す
が

　

筋
肉
の
貯
筋
も
大
事
で
す
ね
！
。

脂肪燃焼効果の高い有酸素運動で代謝アッ
プを。
・ウォーキングなど15分以上続ける。

猫背に注意、姿勢を良くするだけで代謝ア
ップ。
・姿勢を正すだけで腹筋、背筋を鍛えるこ
　とにつながります。

一口当たり30回が理想、よく噛んで食べよう。
・胃腸などでの消化の負担軽減につながる。
脂肪を燃やし筋肉を作るタンパク質を食べ
よう。
・魚介類・肉類・大豆製品・卵・乳製品な
　ど。

代謝を促進してくれるビタミンＢ群で代謝
アップ。
・豚肉・レバー・ウナギ・青魚・卵・牛乳・
　納豆等。
体を温めて冷え性を改善。血の巡りを良く
する。
・シャワーではなく湯船につかる。
・冷房対策。
・体を温める食材選び。※
・体を動かす。
睡眠不足を解消する。質の高い睡眠をとろう。
・内臓も呼吸しないと機能が低下します。

No. No.

1

2

3

4

5

6

7

※唐辛子・生姜・玉ねぎ・にんにく・
　らっきょう・かぼちゃ・ごまなど

   

基
礎
代
謝
と
は
？

　

基
礎
代
謝
と
は
何
も
せ

ず
、
じ
っ
と
し
て
い
て
も

生
命
活
動
を
維
持
す
る
た

め
、
生
体
で
自
動
的
に
（
生

理
的
に
）
行
わ
れ
て
い
る

活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
事
で
す
。

　

平
戸
市
立
病
院（
市
民
病
院
・

生
月
病
院
）
で
は
、
平
成
29
年

３
月
に
平
戸
市
立
病
院
新
改
革

プ
ラ
ン
（
平
成
28
年
度
か
ら
32

年
度
ま
で
の
計
画
）
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
の
概
要
は
本
誌

52
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
そ
の
進

捗
状
況
に
関
し
て
点
検
、
評
価
、

公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
点
検
・
評
価
を
行
う
た

め
８
名
の
委
員
に
よ
る
平
戸
市

立
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
点
検
評

価
委
員
会
を
設
置
し
、
去
る
７

月
31
日
に
２
回
目
の
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
数
値

目
標
と
し
て
見
込
ん
で
い
た
平

成
29
年
度
の
医
療
機
能
や
経
営

指
標
の
数
値
実
績
に
対
し
て
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民

病
院
で
は
、
平
成
28
年
度
末
で

救
急
医
・
整
形
外
科
医
が
退
職

し
た
影
響
に
よ
り
手
術
件
数
・
入

院
患
者
数
及
び
リ
ハ
ビ
リ
件
数

を
減
少
さ
せ
た
こ
と
、
生
月
病

院
で
は
リ
ハ
ビ
リ
対
象
患
者
の

重
点
を
外
来
か
ら
入
院
に
移
し

た
こ
と
な
ど
補
足
説
明
が
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
経
営
状
況
に

つ
い
て
は
、
慢
性
的
な
医
師
不

足
の
状
況
に
あ
り
な
が
ら
も
、純

利
益
４
，０
８
３
万
円
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
評

価
・
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
の
取
組

み
項
目
と
し
て
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
に
お
い
て
、
医
療
技

術
修
学
資
金
制
度
勧
奨
に
よ
り
、

国
立
大
学
生
１
人
に
貸
与
を
行

な
い
ま
し
た
。
全
体
と
し
て
の

意
見
で
は
、
新
改
革
プ
ラ
ン
で

も
掲
げ
て
い
る
、
両
病
院
の
医

師
不
足
の
現
状
に
対
す
る
不
安

や
診
療
科
目
の
偏
在
に
対
す
る

対
応
な
ど
、
医
師
確
保
に
関
す

る
意
見
が
多
く
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

点
検
評
価
委
員
会
の
平
成
29

年
度
実
績
に
対
す
る
統
括
と
し

て
は
、「
厳
し
い
医
師
不
足
の
状

況
で
、
現
段
階
で
は
よ
く
や
ら

れ
て
い
る
」
と
一
定
の
評
価
を
得

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
委
員
会
は
、
各
年
度
の

実
績
が
出
た
段
階
で
、計
画（
数

値
目
標
と
取
組
み
目
標
）
に
対

す
る
進
捗
状
況
を
点
検
・
評
価

す
る
た
め
、
毎
年
１
回
程
度
開

催
し
、
そ
の
都
度
、
概
要
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

新
改
革
プ
ラ
ン
は
Ｈ
Ｐ
で
も

ご
覧
頂
け
ま
す
。
内
容
に
つ
い

て
は
、「
平
戸
市
立
病
院
新
改

革
プ
ラ
ン
」
で
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

主な点検指標
１．医療機能等指標に係る数値目標
　①市民病院

28年度

救急患者数 
臨床研修医の受入件数 
訪問診療・看護件数 
リハビリ件数 
手術件数 

項　　　目 26年度
実　績

27年度
実　績

30年度
計　画

31年度
計　画

32年度
計　画見込 実績 比較

29年度
計画 実績 比較

3,752
34

1,982
24,946
82

3,471
31

1,981
30,657
184

経常収支比率
医業収支比率
経常収支比率
医業収支比率

3,500
33

1,510
31,953
200

3,253
38

1,498
29,536
191

△247
5

△12
△2,417
△9

3,500
33

1,981
32,000
150

3,461
37

1,944
27,255
64

△39
4

△37
△4,745
△86

3,500
33

2,020
32,000
200

3,510
33

2,060
32,000
200

3,500
33

2,100
32,000
200

28年度

救急患者数 
臨床研修医の受入件数 
訪問診療・看護件数 
リハビリ件数 

項　　　目 26年度
実　績

27年度
実　績

30年度
計　画

31年度
計　画

32年度
計　画見込 実績 比較

29年度
計画 実績 比較

1,748
14

1,063
7,591

1,720
20

1,192
7,417

1,716
24

1,008
6,581

1,700
22

1,126
5,949

△16
△2
118
△632

1,716
24

1,102
7,560

1,642
19

1,321
5,230

△74
△5
219

△2,330

1,716
24

1,123
7,560

1,720
24

1,145
7,560

1,716
24

1,166
7,560

28年度

市民

生月

項　　　目 26年度
実　績

27年度
実　績

30年度
計　画

31年度
計　画

32年度
計　画見込 実績 比較

29年度
計画 実績 比較

96.1
82.4
100.8
85.0

101.1
86.6
100.5
83.9

99.7
87.0
100.7
86.8

99.8
86.8
101.8
87.8

0.1
△ 0.2
1.1
1.0

97.0
83.4
100.3
86.8

99.2
84.9
102.0
87.8

2.2
1.5
1.7
1.0

100.8
88.7
102.4
89.1

100.5
89.8
102.7
90.1

100.4
87.7
103.3
89.4

②生月病院

２．経営指標に係る数値目標 
　⑴　収支改善 



 
 

 

 
　

今
年
度
、
乳
が
ん
検
診
の
受

診
対
象
で
ま
だ
検
診
を
受
け
て

な
い
方
に
対
し
て
市
役
所
か
ら

受
診
勧
奨
通
知
書
を
発
送
し
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
勧
奨
通
知
は

テ
レ
ビ
番
組（
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
た
め
し

て
ガ
ッ
テ
ン
！
」
の
企
画
の
一

環
で
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
広

報
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

未
受
診
者
は
こ
の
機
会
に
受
診

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

通
知
対
象
者

40
歳
以
上
60
歳
以
下
で
前
年

度
に
乳
が
ん
検
診
を
受
け
て

い
な
い
女
性

※
61
歳
以
上
の
方
に
は
勧
奨
通

　

知
を
送
付
し
て
お
り
ま
せ
ん

　

が
、
前
年
度
未
受
診
で
あ
れ

　

ば
今
年
度
受
診
対
象
と
な
り

　

ま
す
。

８

29
（WED）

 

 
　

市
民
病
院
で
は
、
防
火
避
難

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
院

の
職
員
に
加
え
て
、
消
防
署
員

の
指
導
の
下
の
訓
練
で
す
。

　

訓
練
は
、
２
階
病
棟
か
ら
出

火
し
た
と
の
想
定
で
非
常
ベ
ル

が
作
動
し
た
後
、
看
護
師
ら
に

よ
る
避
難
が
開
始
さ
れ
体
の
不

自
由
な
患
者
さ
ん
を
避
難
誘
導

の
後
、
消
火
器
・
消
火
栓
を
用

い
た
消
火
の
訓
練
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

万
が
一
の
と
き
に
備
え
、
年

２
回
の
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、

火
災
通
報
設
備
の
取
り
扱
い
、

毛
布
を
使
っ
た
患
者
搬
送
指
導

に
も
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

有限会社 鶴丸設備
快適な生活環境のお手伝い

給排水設備工事 浄化槽設備工事
浄化槽維持管理 浄化槽清掃

営業種目

どんな小さな事でもお気軽にご相談ください。

平戸市大久保町1732番地4
TEL.0950-23-3629 FAX.0950-23-3921

あなたの街の介護相談窓口あなたの街の介護相談窓口あなたの街の介護相談窓口

居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所

介護をご希望の方、ご相
談など、お気軽にお問い
合わせ下さい。

☎（0950）23-8812
平戸市戸石川町 491-6　担当：山本

　注意）年度内１回のみ
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（WED）

（人）
（％）

本年度
前年度
比　較
本年度
前年度
比　較

◆患者動向

区　　　分
入院患者（Ａ）
（人）

延　数 １日平均 延　数 １日平均

外来患者（Ｂ）
（人）

延患者総数
Ａ＋Ｂ

病　床　数 病床利用率

（床） 一般 療養
31,617
31,365
252

17,062
16,733
329

86.6
85.9
0.7
46.7
45.8
0.9

47,176
51,938
△4,762
28,469
29,758
△1,289

193.3
213.7
△20.4
116.7
122.5
△5.8

78,793
83,303
△4,510
45,531
46,491
△960

100
100
0
60
60
0

58
58
0
60
60
0

42
42
0

－
－
－

86.6
85.9
0.7
77.9
76.4
1.5

計
准
看
護
師

看
護
師

臨
床
工
学
技
士

言
語
聴
覚
士

作
業
療
法
士

理
学
療
法
士

臨
床
検
査
技
師

放
射
線
技
師

栄
養
士

薬
剤
師

医
師

事
務

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

市民病院
生月病院

4

4

6

4

1

1

2

1

3

1

4

2

5

3

2

1

0

0

1

0

57

27

1

3

86

47

区　　分

今年度増加額

今年度減少額

年度末残高

今年度増加額

今年度減少額

年度末残高

0

0

18,717

0

0

741

0

0

202,510

0

0

96,459

0

0

102,886

0

0

672

3,983

2,693

108,550

3,432

1,379

45,472

74

19

2,553

0

0

206

0

0

0

0

0

720

4,057

2,712

435,216

3,432

1,379

144,270

◆固定資産明細（単位：万円）

◆職員数（単位：人）

◆年度別純利益（損失）の推移

※平成26年度は、公営企業会計の制度移行に伴い、特別損失を計上したため、大きな赤字となっています。

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度
5,853万円
2,906万円

2,513万円
1,419万円

▲5億6,388万円
▲2億5,084万円

1億151万円
135万円

6,788万円
1,369万円

2,505万円
1,578万円

※

　

平
戸
市
病
院
事
業
の
経
営
状
況
は
、
収

益
的
収
支
に
お
い
て
、
収
入
総
額
23
億

６,
１
７
４
万
円
に
対
し
、
支
出
総
額
23

億
２,
０
９
１
万
円
と
差
引
４,
０
８
３
万

円
の
純
利
益
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
市
民
病
院
で
は
、
患
者
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
２,
５
０
５
万
円
の

純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。
生
月
病
院
も
、

１,
５
７
８
万
円
の
純
利
益
と
な
り
ま
し

た
。

　

両
病
院
と
も
、
純
利
益
を
確
保
で
き
ま

し
た
が
、
収
入
の
多
く
を
国
の
制
度
に
よ

る
繰
入
金
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、
医
業
収

支
は
、
市
民
病
院
が
△
２
億
２,
３
８
４
万

円
、
生
月
病
院
が
△
９,
０
１
２
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
人
口
の
減
少
に
比
例
し
て

患
者
数
も
減
る
傾
向
に
あ
り
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
平

戸
市
立
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る

具
体
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

で
、
安
定
し
た
経
営
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
慢
性
的
な
医
師
不
足
は
解
消

で
き
て
お
ら
ず
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
・
療

養
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

決
算
概
要

区　　　　　分 土　地 建　物 構築物 器械備品 車　両 リース資産 合　計

一般健診の検査内容：胃カメラ、胸写、心電図、血液検査、検便、検尿、聴力、視力、血圧、身体計測、診察   
 お問い合わせ先   
                   　平戸市立生月病院　健診班　　　　電話　0950-53-2155（代表）                    

一般健診
（単独受診）

一般健診に
追加できる
健　　　診

　
子宮頸がん検診
付加健診

乳がん検診

子宮頸がん検診

肝炎ウィルス検査

眼底検査
前立腺がん検診

35～74歳
20～38歳の偶数年齢の女性

40歳・50歳
50歳以上～74歳の偶数年齢の女性
40歳以上～48歳の偶数年齢の女性
36～74歳の偶数年齢の女性

健診結果から医師が必要とする場合
50歳以上

協会けんぽ生活習慣病
予防健診

船員保険生活習慣病
予防健診

自己負担額
（円）

自己負担額（円）
（本人）対象年齢健診区分

7,001
1,020
4,704
1,066
1,655
1,020
535
0
61

0
　
　

1,066
1,655
1,020
454
0
78
909

過去にC型肝炎検査
を受けた事がない者

HBs、HCV検査
HCV核酸増幅検査



【材料２人分】
　・レンコン 10㎝

　・ゴボウ 1/2本

　・芋　 中１本

　・豚肉 100g

　・塩コショウ 適量

　・酒 適量

　・片栗粉 適量

　・油 適量

　・小ねぎ 適量

　・炒りごま 適量

・濃口醤油 大さじ1

・酢 大さじ1

・砂糖 大さじ1/2

A B

作り方

根菜と豚肉の
　　　　甘酢炒め

　秋が旬で美味しい根菜類には食物繊維が豊富です。食物繊維
には水に溶けない不溶性食物繊維と、水に溶ける水溶性食物繊
維に分類されます。不溶性食物繊維は腸の動きを刺激して、腸内
に発生した有害物質の排出を促します。水溶性食物繊維はコレス
テロールや血糖の腸内からの吸収を妨げ、上昇を抑える作用があ
ります。
　根菜には食物繊維が豊富ですが、特に芋類は糖質が多い食材
に分類されるので食べ過ぎには注意しましょう。

   

　平戸市民病院と生月病院は、平戸市病院事業として、地方公営企業法の全部適用を受け、原則、独立採算

制をとっており、入院・外来など診療費を主な収入として経営しています。地域に不可欠な病院が持続的に、

安定的な経営を行っていけるよう職員一同、鋭意努力しているところです。

　今回は、平成29年度の決算と事業概要がまとまりましたのでお知らせします。

収益的収入　23億6,174万円 収益的支出　23億2,091万円
平戸市民病院　15億8,601万円 平戸市民病院　15億6,096万円

生月病院　７億7,573万円 生月病院　７億5,995万円

14億8,758万円12億6,374万円

464万円

41万円

4,196万円

6,874万円

給与費 ９億550万円給与費 ９億550万円
材料費 1億4,942万円材料費 1億4,942万円
経費 2億9,699万円経費 2億9,699万円
減価償却費 1億3,111万円減価償却費 1億3,111万円
資産減耗費 231万円資産減耗費 231万円
研究研修費 226万円研究研修費 226万円

給与費 ９億550万円
材料費 1億4,942万円
経費 2億9,699万円
減価償却費 1億3,111万円
資産減耗費 231万円
研究研修費 225万円

給与費 ４億8,198万円給与費 ４億8,198万円
材料費 7,581万円材料費 7,581万円
経費 １億3,241万円経費 １億3,241万円
減価償却費 4,834万円減価償却費 4,834万円
資産減耗費 80万円資産減耗費 80万円
研究研修費 134万円研究研修費 134万円

給与費 ４億8,198万円
材料費 7,581万円
経費 １億3,241万円
減価償却費 4,834万円
資産減耗費 80万円
研究研修費 134万円

入院 6億9,283万円入院 6億9,283万円
外来 3億8,772万円外来 3億8,772万円
訪問看護 1,429万円訪問看護 1,429万円
通所リハ 3,103万円通所リハ 3,103万円
その他 １億3,787万円その他 １億3,787万円

入院  3億9,049万円入院  3億9,049万円
外来  1億8,751万円外来  1億8,751万円
その他 7,255万円その他 7,255万円

負担金交付金 １億9,095万円負担金交付金 １億9,095万円
患者外給食 97万円患者外給食 97万円
長期前受金戻入 7,752万円長期前受金戻入 7,752万円
その他 1,087万円その他 1,087万円

入院 6億9,283万円
外来 3億8,772万円
訪問看護 1,429万円
通所リハ 3,103万円
その他 １億3,787万円

入院  3億9,049万円
外来  1億8,751万円
その他 7,255万円

負担金交付金 １億9,095万円
患者外給食 97万円
長期前受金戻入 7,752万円
その他 1,087万円

負担金交付金 9,621万円負担金交付金 9,621万円
患者外給食 49万円患者外給食 49万円
長期前受金戻入 2,373万円長期前受金戻入 2,373万円

負担金交付金 9,621万円
患者外給食 49万円
長期前受金戻入 2,373万円
その他 345万円

支払利息 3,418万円
雑損失 3,456万円

支払利息 128万円
雑損失 1,758万円

7億4,068万円6億5,055万円

130万円

１億2,388万円

◆平成29年度主要指標

２億8,031万円

医業費用

医業費用

医業収益

医業収益

特別利益

医業外収益 医業外費用

医業外費用 1,886万円
医業外収益

医業利益 経常利益 純利益 企業債残高
平戸市民病院

生　月　病　院

計

△2億2,384万円

△9,013万円

△3億1,397万円

△1,227万円

1,489万円

262万円

2,505万円

1,578万円

4,083万円

10億3,196万円

9,369万円

11億2,565万円

平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度

平戸市病院事業決算報告平戸市病院事業決算報告平戸市病院事業決算報告平戸市病院事業決算報告平戸市病院事業決算報告

特別利益

特別損失

特別損失

平戸市森林組合

井元産業 しいたけ生産部

平戸しいたけ生産組合

平戸市宝亀町91-1 
TEL 0950-28-0300
平戸市戸石川町7-1 
TEL 0950-22-3104
平戸市戸石川町7-2 
TEL 0950-23-8161

ふるさとの味

　①レンコンは皮を剥き、5 ㎜幅の半月切

　　りにし水にさらす。

　　ゴボウは皮を剥き乱切り、芋は皮を剥

　　かずに乱切りにし水にさらす。

　②①の水気をよく取り、片栗粉をまぶし

　　多めの油で焼く。

　　ゴボウやレンコンはすぐに火が通りま

　　すが、芋は火が通りにくいので蓋をし

　　て焼く。

　　皿に取り出し、フライパンの油を拭き取る。

　③豚肉に A をもみ込み、フライパンで焼き、皿に取り出す。

　④フライパンの油を拭き取り、B を煮立たせる。その中に②と③を入れ絡める。

　⑤お好みで小口切りにしたねぎと炒りごまをふりかけて完成。

 

　きのこ類や他の根菜類を入れても美味しいです。辛めの味付けがお好みの方はコショウや

　七味唐辛子などをふりかけてみてはいかがでしょうか。



外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー
■平戸市民病院

（派遣医師）

（派遣医師）

■生月病院
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平成29年度　平戸市病院事業決算報告
平戸市立病院改革プラン点検評価委員会
ＡＴＬと歩いた医師人生
SUMMER CAMP 2018 in HIRADO
市民病院スタッフの「耳よりなハナシ」
生月病院スタッフの「ちょっと聞いておくれ」
掲示板
栄養管理室だより「いっただきまーす」
外来診療カレンダー　

担当医師 診療科

担当医師 診療科 所　　属 診  　　　療  　　　日

担当医師 診療科 所　　属 診  　　　療  　　　日

山下　雅巳
中村　　宏
小村　哲永
石塚由実子

内科
内科／外科
内科

内科／外科

月
午前 午後

担当医師 診療科 月
午前 午後

 火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木 金
午前 午後 午前 午後

池田　柊一
押淵　　徹
堤　　竜二
飯野　俊之
濵田　貴幸
岩田　知真
長郷　彰雄
中桶　了太

九州大学派遣医師

内科
外科
外科
内科

外科／小児科
内科
内科
内科

眼科

○
○

○
○
○
　
○

○
○
　
○
○

○
○

△

△

△
△
△

△

△

△
△

△

△
△
△

○

○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

△

△

△
△

○
○
○
○

○

△

△
△
△

調　　　漸
山下　雅巳
徳永　　毅
北川　直毅
田中奈津美
原　真一郎
山領　　豪

神経内科
内科
透析

脳神経外科
整形外科
整形外科
呼吸器科

長崎大学病院
生月病院

徳永泌尿器科医院 
長崎労災病院
長崎労災病院
長崎労災病院
長崎労災病院

毎月２回（詳しい予定は、市民病院へお問い合わせください。）   
毎月第１・第２・第３水曜日　大腸ファイバー（午後）     
毎週土曜日       
毎月第２・第４金曜日　午前中　 ※予約患者優先 
毎週火曜日　午前中   　　　　　※予約患者のみ
毎月第２、第４金曜日　午前中　 ※予約患者のみ
毎月第２、第４木曜日　午前中　 ※予約患者のみ       

○
○
○
○

　
　
　
○

○
○
○
○

　

○
　

○
○
○
○

　
○
　

○
○
○
○

　

○
　

○
○
○
○

　
○
　

山崎　　隆

小林　　誠

池田　柊一
松永　和雄
原　真一郎
前田　邦彦

泌尿器科

整形外科

血液内科
循環器科
整形外科
眼　　科

青洲会病院
 
 
 

平戸市民病院
伊万里有田共立病院
長崎労災病院
まえだ眼科 

毎月最終水曜日       
11 月 12 日（月）～ 16日（金）午前中       
12 月 17 日（月）～ 21日（金）午前中       
１ 月 21 日（月）～ 25日（金）午前中       
毎月第２火曜日       
毎月第４金曜日       
毎月第１火曜日（休日及び祝日の場合は、生月病院へお問い合わせください。）    
３か月に１回（詳しい予定は、生月病院へお問い合わせください。）     

●西海国立公園「川内峠」西海国立公園「川内峠」西海国立公園「川内峠」

※予約患者優先。紹介状持参の方も事前に予約が必要。
◆午後の「△」は、いずれかの先生が輪番で診察します。        
◆禁煙外来　毎（火）午後　要予約           
◆「小児科」の診察は、以下の時間内となります。その他の時間は、「内科」で診察します。   
　　午前　8:30～11:00　　午後　14:00～16:30          

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

　

※

※
10月：15・16日、29・30日　　11月：12・13日、26・27日
12月：３・４日、17・18日　　  １月：７・８日、21・22日

平戸市民病院・生月病院は、365日、24時間、夜間又は休日において入院
治療を必要とする重症患者に対して救急医療を提供する医療機関です。

平戸市民病院、生月病院は
救急医療機関です

要予約


